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今回発表の

事業所や

サービスの

紹介

社会福祉法人 中野区福祉サービス事業団 しらさぎホーム 

平成６年に開設した特別養護老人ホーム(85床)、併設短期入所生活介護(９床)の施

設です。平成 15 年より自主運営となり安定した経営とサービスの質の向上に取り

組んでいる。平成21年に作成した｢第２次特養等経営改革計画｣(以下３カ年計画と

いう)の中で、おむつに頼らない排泄介助を掲げている。 

《研究前の状況と課題》

自立している利用者以外、ほとんどがオムツを装

着し、基本的に定時での交換やトイレ誘導を行う

という、職員主導型の排泄介助であった。排便に

ついても－3 日目に下剤を服用してもらうことが
基本となっていた。さらに、排泄に関しては介護

職のみで対応していることが多く、多職種で連携

して取り組むこともなかった。個別の排泄支援に

ついては３カ年計画の課題でもあり、介護サービ

ス改善委員会では、排泄は個人の尊厳に関る最も

重要な部分であると捉え、個々の状況にあった排

泄支援が生活の質を高め、日常の身体及び精神機

能の向上につながるのではないか。｢行きたい時

にトイレで排泄ができる｣「できるだけ自然な排

便を促す」にはどうしたらよいか検討した。その

結果①尿意があるのに定時で誘導していること

は、利用者本位のサービスではない。②運動量が

少ないことに加え、自然な排便を促す方法に取り

組んでいない。という課題があがった。

《研究の目標と期待する成果》

自立者と経管栄養者を除く 74 名の利用者を対象
とし、今年度は 100%の利用者の随時トイレ誘導
が出来ることを目標とした。介護サービス改善委

員会では、取り組み方法として①数名の利用者を

ピックアップして１週間状況を観察し、排泄のサ

インやパターンを把握することから始める。②さ

らに、尿量や排泄間隔を把握したら、少しでも快

適に過ごせるよう、日中はおむつからパットに変

更していく。③排便については、運動量を確保で

きる歩行可の利用者を選び、腸蠕動を促す方法を

検討する。まずはこの方法で順番に取り組み、

徐々に人数を増やしていくことにした。

仮説①職員が、利用者の排泄状況に合わせ、随時

トイレに誘導し座って排泄させることで、おむつ

が不要になる利用者も出てくるのではないか。

仮説②できるだけ自然な排便を促す取り組みを

することで、下剤を服用する回数が減るのではな

いか。

個別の排泄介助を推進することで見えてきた連携の大

切さ 
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《取り組みの結果と評価》

仮説①については、排泄誘導方法を適宜見直しし

きめ細かく対応したことで、おむつが外れた入所

者はいなかったが、日中は全員、より小さめのパ

ットに変更することができた。そのことが職員の

排泄支援に対する意識向上につながり、行きたい

時にトイレに行ける状況を 100%達成できた。仮
説②については、3 名の入所者にオリゴ糖を使用
してみたが、下剤を服用せず、オリゴ糖だけで良

好に排便が見られた入所者は 1名であった。他の
2名については、脳梗塞等による半身麻痺があり、
効果は期待できなかった。しかし、職員に排便を

促すために水分摂取と運動が必要なことやトイ

レで排泄するために座位保持ができるようにす

ることなどを周知する機会となった。

《まとめ》

今回の取り組みで、個別対応、多職種協働で多方

面からアプローチを行うことが問題解決につな

がっていくことを実感した。トイレで排泄すると

いうことは、当たり前のことであるが、座位保持

が条件となる。今後も身体機能を維持し、可能な

限りトイレでの排泄を支援していきたい。今後は

経管栄養者についても座位保持を検討し、1 日 1
回でもトイレでの排泄を試みることが課題であ

る。

《具体的な取り組みの内容》

①これまでは、排泄介助のパターン表があっても

職員により各自の判断でおむつの使用方法が違

うということがあった。フロアの排泄担当者が中

心となり、まずは６名の対象者をピックアップ

し、改めて利用者の排泄状況を確認するため、他

の職員から情報収集を行った。②収集した情報を

基に誘導方法やパターンを表にし、１週間はその

計画に沿ってトイレ誘導を実施した。③１週間毎

に実施してみてどうだったか、再度フロアで検討

し、適宜誘導方法を見直しし、個々に合ったパタ

ーンをつかんだ。④自然な排便を促す取り組みに

ついては、管理栄養士，看護師と連携し十分な水

分摂取と、腸内環境を整えるためにオリゴ糖を摂

取させてみることにした。対象として歩行が出来

て効果が出そうな利用者を 3名選別した。⑤方法
として 1日 1リットル以上の水分摂取と毎朝オリ
ゴ糖をティースプーン 1杯摂取する。⑥さらに、
職員が付き添い歩行能力に合わせフロア内を歩

行する。⑦前傾姿勢をとると自然に腹圧がかかる

排泄補助用具を購入し活用した。また、上体を安

定させることができるため便座からの転落防止

にもなった。⑧さらにリハビリ連絡会では、機能

訓練指導員と連携することで、その利用者が日常

的に身体機能の維持、向上を図れるサービス内容

をケアプランに盛り込み、運動量を確保した。連

絡会は毎月 1回開催され、情報交換と支援方法の
変更を検討する場となり、入所者の状況変化に適

切に対応できるようになった。

《提案と発信》

【メモ欄】

特養という集団生活の中のケアは、集合体でのケアになりがちである。個別ケアのひ

とつとして排泄ケアに取り組んだ結果、様々なアプローチ方法により改善やケアの充

実を図れることが分かった。現実的には、個々に対応したケアを持続させることは大

変なことではあるが、持続させるためのアプローチを常に考えられる仕組み作りが大

切であると感じる。 


